
平成22年度 岩手県立大学公開講座・滝沢キャンパス講座

●〒020-0193 岩手県滝沢村滝沢字巣子152-52　●TEL／019-694-2005  FAX／019-694-2001
●URL／http://www.iwate-pu.ac.jp/ 　●ｅ-mail／management@ml.iwate-pu.ac.jp●発行・2010年6月30日

企画室

地域とキャンパスをつなぐ、学生参加型広報誌

CONTENTS

04

06

08
09

12
10

特集2 トークセッション
教員と学生による対話集VOL.5

ファッションは
TPOを考えよう！
〜自己表現と衣服の関係
ぐるっと県大エコツアー！
県大の環境共生型キャンパス

県大YELLS
社団法人岩手県工業クラブ
卒業生紹介
SPOTLIGHT＜特別企画・新入生座談会＞
私たちの入学への挑戦とキャンパスライフ
IPU通信 2010 summer44

Iwate Prefectural University

いわての今を識る
平成22年
6/26〜9/25（土曜日、全６日）

10:00〜12:00、13:00〜15:00 
講義開催1時間前から受付開始

岩手県立大学滝沢キャンパス
岩手郡滝沢村滝沢字巣子152-52

■開講式 6月26日（土）  13：00〜13：15
■閉講式 9月25日（土）  15：00〜15：15

※講師、タイトルは変更となる場合がありますので
　ご了承ください。

〒 020-0173
岩手郡滝沢村滝沢字巣子 152-89
E-mail  kouza-10@mi.iwate-pu.ac.jp
TEL.019-694-3330  FAX.019-694-3331

岩手県立大学 地域連携室
お申込み先・お問合わせ先

6月26日（土） 13：15～15：15
食産業、農商工連携の岩手モデル
■関 満博氏 【一橋大学大学院教授】

講座１

7月31日（土） 10:00～12:00
日本近代文学と岩手～岩手の郷土作家たち～
■松本博明【盛岡短期大学部教授】

講座 6
7月3日（土） 10:00～12:00

農林業と野生動物との共存・共栄
■由井正敏氏

【（社）東北地域環境計画研究会会長
 （岩手県立大学名誉教授）】

講座 2

7月3日（土） 13：00～15：00
岩手の住宅の現状と課題
■佐々木隆【盛岡短期大学部教授】

講座 3

7月24日（土） 10:00～12:00
勇気づけることばたち～ブリーフセラピーの知恵～
■遠山宜哉【社会福祉学部教授】

講座 4

7月24日（土） 13：00～15：00
岩手のいのち 健やかに「なす・かでる・おがす」
～いま、親・家族・社会に求められること～
■福島裕子【看護学部准教授】

講座 5

7月31日（土） 13：00～15：00
「時」を味わう～食と器を次世代に受け継ぐ営み～
■山田佳奈【総合政策学部准教授】

講座 7

9月4日（土） 10:00～12:00
コミュニティの再生と地域政策
～岩手のコミュニティを事例として～
■吉野英岐【総合政策学部教授】

講座 8

9月4日（土） 13：00～15：00
スタートした裁判員裁判
～岩手の裁判員裁判の意義と課題～
■石堂　淳【総合政策学部教授】

講座 9

9月25日（土） 13：00～15：00
食の地元学（楽）～本物って何だろう？～
■河野和義氏【（株）八木澤商店代表取締役社長】

講座 10

受講者募集！
どなたでも参加いただけます！
事前にお申込みをお願いします。

受講
無料

開催期間 講義時間

開催場所

滝
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
・
宮
古
キ
ャ
ン
パ
ス

初
の
合
同
体
育
祭

開
催
ま
で
の
道
の
り

02
体
育
祭
実
行
委
員
会
の
活
動
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全学759名の新入生を迎えました
４月６日、県立大学（入学者 480
名）、大学院（入学者 71名）、盛岡
短期大学部（入学者 101 名）の入
学式が、盛岡市民文化ホール（マリ
オス）で開かれました。宮古短期大学部の入学式は 4 月 5 日
に開かれ、経営情報学科 107 名の新入生を迎えました。

いわての産業の魅力を探るキャリア教育
本学と岩手大学の共同開催による
キャリア教育講座「地場産業・企
業研究」が５月より開かれています。
総合政策学部のキャリア教育関連
科目として 7 月まで開かれる講座
では、地元企業の魅力探求と課題の整理が大きなテーマで
す。地元企業への就職率向上を図るためには、どのような
魅力を伝えるべきか、どのような課題があるのか、実際に地
域企業の現場を訪ねて調査研究を行います。

※スペースの都合により 4 コマ漫画はお休みさせていただきます。

２氏に名誉教授の称号を授与
　岩手県立大学は、６月 18 日（金）に開かれた名誉教授
の称号授与式において、幸丸政明氏（前副学長、前総合政
策学部教授）と阿部芳彦氏（前ソフトウェア情報学部教授）
の両氏に、その優れた功績をたたえ、名誉教授の称号を授
与しました。幸丸前副学長は平成 10 年４月から平成 22 年
３月までの 12 年にわたり、総合政策学部教授として教育・
研究に、また平成 20 年４月からは副学長として尽力。阿
部前教授は平成 11 年 4 月から
平成 22 年３月までの 11 年にわ
たり教育・研究に尽力されました。

中村学長が電子情報通信学会
功績賞を受賞

本学の中村慶久学長が、これ
までの研究が高く評価され、
電子情報通信学会の平成 21
年度功績賞を受賞し、平成
22 年５月 22 日（土）に機械
振興会館（東京都港区）において開催された電子情報通信
学会通常総会において賞状及び記念品が贈呈されました。
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「いわて学」講座開講中
いわて高等教育コンソーシアムの「人材育成・地域文化拠点
形成プロジェクト」の事業の一つとして、「いわて学」講座
が開かれています。「いわて学」講座は、５大学（岩大・県大・
盛大・岩手医大・富士大）の大学間で設けられている共通
科目。6 月 12 日の公開講座（アイーナ・いわて県民情報交
流センター）では、「『希望郷いわて』の実現に向けて」をテ
ーマに、達増拓也岩手県知事による講義が行われました。

盛岡短期大学部公開講座
「ビジネス英会話」開講

盛岡短期大学部は、県大アイーナキャンパスにおいて全 4
回の公開講座「ビジネス英会話」を開講。受講生は、ビジ
ネス･シーンで用いられる中級レベル程度の英語運用能力の
習得を目指し、実践的なビジネス英会話を学びました。



もっと全学で盛り上がる大会にしたい
佐藤渉実行委員長（社会福祉学部3年）
　昨年の第一回体育祭直後から始まった、第二回体育祭のた
めの準備段階から、学生による自主的企画として実施したい
と考えました。最初は、一人ひとりの熱意に温度差があったの

ですが、よくぞここまでやれたと感激しています。もっとやれると思いますし、今
後は県大の新たな伝統として定着できるように、企画の多様化を図りたいと考
えています。

来年も実行委員になりたい
宮城菫さん（社会福祉学部1年）
　先輩たちを見習って、実践はもちろんですが、企画にも参加
できるようになりたいと思います。当日参加したくても来れな
くなった方がいたのは残念でした。来年は、もっとたくさんの

人に参加してほしいと願っています。来年も実行委員になりたいと思っています。

実行委員を募集しています
佐々木健人さん（社会福祉学部3年）
　第一回目も実行委員として参加しました。宮古短期大学部
の参加が実現したことがうれしいです。事前の準備に苦労しま
したが、予想以上の参加者に集まっていただきました。全学の

交流が主たる目的だったので、チームでの球技プレーをやりたかった。来年に向
けて、実行委員を募集しているので、多くの学生に参加してほしいと思います。

新しい伝統が生まれました
櫻井咲さん（社会福祉学部２年）
　前期にあまり大きなイベントが無いので、5月の開催はベス
トだと思います。実行委員として他の学部の方とつながりなが
ら、大学に新しい伝統が生まれる活動に関われたことが良か

ったと思っています。第三回目開催のためにも実行委員を増やしたいと思います。

教員と学生と大学が一体となった
記念すべき日
学生支援本部長
柴田義孝教授（ソフトウェア情報学部）
　アメリカでは、すぐれた大学とは、教員と学生と大学が一体

となって、常に切磋琢磨する大学であると言われています。今日は、県立大学が、
その第一歩を記した記念すべき日です。学生支援本部でも、学部間の垣根を越
えて、このような機会を設けることができるように協力したいと思います。学生の
みなさんの活動に感謝したいと思います。

体育祭実行委員会の活動

合同体育祭
開催までの道のり

実 行 委 員 会 メ ン バ ー の 感 想

第 二 回 体 育 祭 の 講 評

　

前
夜
か
ら
の
小
雨
も
上
が
り
、
五
月
晴
れ
と
な
っ
た
5
月
15
日
、

県
大
初
と
な
る
全
学
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
学
体
育
祭
が

開
か
れ
る
ま
で
に
は
、
体
育
祭
実
行
委
員
会（
佐
藤
渉
委
員
長
）に
よ

る
熱
心
な
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。
体
育
祭
実
行
委
員
会
は
、
昨
年
開

か
れ
た
第
一
回
体
育
祭
を
呼
び
か
け
た
有
志
6
人
に
よ
る
集
ま
り
か

ら
始
ま
り
、
仲
間
を
募
っ
て
少
し
ず
つ
人
数
を
増
や
し
な
が
ら
、
活

動
の
輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は

20
人
。
佐
藤
渉
実
行
委
員
長（
社
会
福
祉
学
部
3
年
）の
活
動
メ
モ
を

た
ど
り
な
が
ら
、
開
催
ま
で
の
道
の
り
を
紹
介
し
ま
す
。

2
0
0
9
年 

10
月

●
第
一
回
体
育
祭
の
実
行
部
隊
、
体
育
祭
実
行
委
員
会
発
足

　

大
学
構
内
で
学
生
が
身
体
を
動
か
し
な
が
ら
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
た

い
と
考
え
て
い
た
有
志
が
集
ま
り
体
育
祭
を
計
画
、
2
年
生
を
中
心
メ
ン
バ
ー

と
す
る
体
育
祭
実
行
委
員
会
が
、
昨
年
10
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
当
時
、
社
会

福
祉
学
部
の
2
年
生
だ
っ
た
佐
藤
渉
さ
ん
が
実
行
委
員
長
と
な
り
、
第
一
回
体

育
祭
開
催
に
向
け
て
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

11
月

●
第
一
回
岩
手
県
立
大
学
体
育
祭
を
開
催
。

　

何
も
か
も
が
初
め
て
の
取
り
組
み
の
た
め
、
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
体
育
祭
開
催
の
た
め
に
懸
命
に
参
加
者
を
募
っ
て

歩
き
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
、
周
到
な
準
備
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
と
い
い
ま

す
。
準
備
期
間
は
短
か
っ
た
け
れ
ど
、
第
二
回
開
催
の
た
め
に
は
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
学
部
、
看
護
学
部
の
学
生
を
中
心
に
約
80
人
が
参
加
す
る
第
一
回

体
育
祭
が
、
昨
年
11
月
に
開
か
れ
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
な
ど
室
内
で
の
球
技
に
よ
る
体
育
祭
で
す
。
体
育
祭
終
了
後
の
反
省
会
で

は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
学
生
が
集
ま
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に

し
た
い
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
胸
の
中
に

は
、
で
き
れ
ば
屋
外
で
開
催
し
た
い
し
、
大
学
行
事
と
し
て
定
着
さ
せ
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
す
。
す
ぐ
に
も
、
2
〜
3
年
生
を
中
心
と
し
た
体
育

祭
実
行
委
員
と
体
育
祭
参
加
者
の
募
集
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
次
の
体
育
祭
へ
向
け
て
第
１
回
体
育
祭
の
反
省
会
を
開
く
。

●
2
、
3
年
生
を
中
心
と
し
た
体
育
祭
実
行
委
員
、
体
育
祭
参

加
者
の
募
集
を
か
け
る
。

2
0
1
0
年 

2
月

●
第
二
回
体
育
祭
の
企
画
に
つ
い
て
練
り
始
め
る
。
競
技
種
別
、

競
技
方
法
、
目
標
な
ど
を
検
討
。

　

今
年
2
月
、
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
企
画
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ど
ん
な

競
技
を
や
る
の
が
良
い
の
か
、
学
部
対
抗
で
競
い
合
う
こ
と
が
出
来
る
か
、
ど

の
よ
う
な
目
標
や
テ
ー
マ
で
体
育
祭
を
行
い
た
い
か
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。
と
に
か
く
み
ん
な
が
楽
し
め
る
大
会
に
し
た
い
と
い
う
の
が
、
メ
ン
バ
ー

一
致
の
考
え
で
す
。
毎
月
の
よ
う
に
会
議
は
開
か
れ
、
企
画
は
具
体
的
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
佐
藤
さ
ん
に
は
一
抹
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
な

か
な
か
企
画
会
議
に
メ
ン
バ
ー
全
員
が
そ
ろ
わ
な
か
っ
た
の
で
す
。
本
当
に
全

学
の
体
育
祭
が
実
現
す
る
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
佐
藤
さ
ん
の
不
安
を
察
知
し
た

か
の
よ
う
に
、
3
年
生
と
な
っ
て
い
た
５
〜
6
人
の
仲
間
が
熱
心
な
活
動
を
続

け
て
い
ま
し
た
。
体
育
祭
開
催
日
３
週
間
前
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
の
本
気
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
佐
藤
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

小
さ
な
打
ち
合
わ
せ
を
含
め
る
と
、
体
育
祭
当
日
ま
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は

50
回
を
超
え
る
回
数
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

3
月

●
第
二
回
体
育
祭
の
企
画
案
を
完
成
さ
せ
る
。

●
運
営
の
方
法
や
各
部
の
仕
事
な
ど
を
考
え
る
。

●
一
人
ひ
と
り
の
所
属
す
る
部
署
を
決
め
る
。

4
月
上
旬

●
体
育
祭
へ
の
参
加
者
の
募
集
を
本
格
的
に
開
始
す
る
。

●
物
品
の
作
成
や
参
加
者
へ
配
布
す
る
資
料
の
作
成
を
行
う
。

4
月
中
旬

●
参
加
者
の
人
数
や
男
女
比
を
考
慮
し
、

体
育
祭
の
企
画
に
つ
い
て
検
討
し
ほ

ぼ
企
画
を
完
成
さ
せ
る
。

●
宮
古
短
大
と
連
絡
を
取
り
始
め
る
。

4
月
下
旬

●
参
加
者
の
応
募
を
締
め
切
る
。

5
月
1
〜
10
日

●
競
技
を
実
際
に
実
行
委
員
で
や
っ
て
み
る
。

●
体
育
祭
当
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
う
。

5
月
14
日

●
体
育
祭
の
前
日
準
備
を
行
う
。

5
月
15
日

●
体
育
祭
本
番
を
迎
え
る
。

　

全
学
体
育
祭
当
日
、
前
日
か
ら
の
雨
が
嘘
の
よ
う
に
晴

れ
渡
り
、
岩
手
山
が
青
空
に
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
繰
り
返
し
、
実
行

委
員
に
よ
る
リ
ハ
ー
サ
ル
も
行
っ
て
い
ま
す
。
後
は
ケ
ガ

無
く
み
ん
な
が
楽
し
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
願
う
だ
け
で
す
。

　

宮
古
短
期
大
学
部
の
学
生
た
ち
が
、
バ
ス
で
か
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
総

勢
38
名
の
参
加
で
す
。
参
加
者
約
3
0
0
名
と
な
っ
た
県
大
初
の
全
学
体
育

祭
が
実
現
。
拍
手
と
笑
い
と
笑
顔
の
一
日
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

5
月
17
日

●
第
２
回
体
育
祭
の
反
省
会
を
開
く
。

主 な 活 動 内 容

大学にもっとにぎわいがほしい。だれ
もが参加できて、みんなで楽

しめることがあるといいよね。僕だっ
たらこんなことをしたい。私

にアイデアがあるんだけど。キャンパ
スのかたすみで聞こえた小

さな声が、少しずつ大きくなっていきま
した。やがて、有志が集まっ

て決まったイベントは、全学体育祭
の開催です。県大初となる全

学体育祭開催までに、どんな取り組み
が行われたのでしょうか。

初の
宮古キャンパス
滝沢キャンパス

0203 Iwate Prefectural University



菊池准教授が指導する生活科学専攻のカリキュラムでは、人間生
活の基本となる「衣」と「住」をメインにした科目で構成されていま
すが、専門分野に偏るのではなく、岩手の地域文化、伝統、気候風
土などを考慮した科目も充実させ、幅広い視野を持った人材育成
を目指しています。

0405 Iwate Prefectural University

学生ボランティアセンター（通称ボラセン）に所属。今
年度より地域貢献ボランティアサークル「風土熱人
R」の代表を務める。矢巾町出身。 （写真左）

し
た
か
ら
、
が
ん
ば
れ
た
の
か
な
。

自
己
表
現
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

小
山
●
最
近
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
衣
服
の
乱
れ

が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最

近
の
若
者
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
ど
う
思
い
ま
す

か
。

菊
池
●
被
服
心
理
学
と
い
う
学
問
が
あ
り
ま
す
。

被
服
の
心
理
的
、
社
会
的
機
能
に
関
す
る
教
育
・

研
究
を
学
問
領
域
と
し
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
を
被
服
心
理
学
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

か
。
服
装
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
関
係
は
、
そ
の

自
由
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
良
い
と
す
る
の
で
は

な
く
て
、
同
時
に
そ
の
時
代
の
道
徳
や
社
会
の

規
範
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
は
T
P
O
を
考
え
な
が
ら
楽
し
み
た
い

で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
い
る
場
で
は
、

特
に
考
慮
が
必
要
で
し
ょ
う
。
い
ろ
ん
な
世
代

の
人
た
ち
に
、
自
分
の
価
値
を
押
し
つ
け
る
の

で
は
な
く
て
、
相
手
の
価
値
を
理
解
す
る
必
要

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

岩
手
は
日
本
唯
一
の

ホ
ー
ム
ス
パ
ン
生
産
県

早
川
●
菊
池
准
教
授
の
研
究
活
動
に
は
、
ホ
ー

ム
ス
パ
ン
の
研
究
が
あ
り
ま
す
ね
。
僕
は
、
ホ

ー
ム
ス
パ
ン
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
聞
い
た
の

で
す
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
係
が
あ
る
の
で

す
か
。

菊
池
●
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
っ
て
何
と
い
う
こ

歩
ん
で
き
た
歴
史
を
考
え
る
と
見
え
て
き
ま
す
。

衣
服
は
、
自
由
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ

と
も
で
き
ま
す
が
、
道
徳
や
規
範
を
表
す
も
の

で
も
あ
り
ま
す
ね
。

早
川
●
今
で
は
、
だ
ら
し
な
さ
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
だ
と
す
る
傾
向
も
あ
り
ま
す
が
。

菊
池
●
時
代
の
価
値
観
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る

の
で
し
ょ
う
ね
。
か
つ
て
テ
ニ
ス
の
ス
タ
イ
ル

で
は
、
短
パ
ン
の
上
に
ウ
ェ
ア
を
出
し
て
プ
レ

ー
す
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
時
代
も

あ
り
ま
し
た
。
モ
ラ
ル
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ギ

ャ
ッ
プ
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
ま
す
。
も

は
や
ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス
を
は
く
高
校
生
は
い
ま

せ
ん
。
な
ん
で
も
自
由
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
い

い
よ
ね
と
い
う
時
、
道
徳
や
規
範
を
表
す
衣
服

の
役
割
は
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　小
山
く
ん
の
質
問
に
も
ど
り
ま
す
が
、
自
由

な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
個
性
を
表
現
し
て
い
る
、

と
い
う
考
え
は
間
違
い
で
は
な
い
け
れ
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
選
手
が
公
式
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
る
場

合
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
る
役
割
を
考
え
て
い

れ
ば
良
か
っ
た
ね
。
い
つ
で
も
、
な
ん
で
も
、

と
ね
？

早
川
●
す
み
ま
せ
ん
、ち
ょ
っ
と
疎
く
て（
笑
い
）。

菊
池
●
大
丈
夫
で
す
よ
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

な
く
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
こ
と
で
す
。

早
川
●
テ
キ
ス
タ
イ
ル
で
す
か
？

菊
池
●
テ
キ
ス
タ
イ
ル
は
、
織
物
や
そ
の
材
料

の
こ
と
。
ス
パ
ン
（
s
p
u
n
）
は
英
語
で
「
紡

い
だ
」
と
い
う
意
味
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
は

家
庭
で
羊
毛
か
ら
手
紡
ぎ
で
糸
に
し
、
手
織
り

し
た
織
物
の
こ
と
で
す
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
方
の
自
家
製
ツ
イ
ー
ド
が
、

ホ
ー
ム
ス
パ
ン
と
し
て
は
有
名
で
す
ね
。
岩
手

県
は
、
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
を
産
業
化
し
、
今
も
な

お
生
産
が
続
い
て
い
る
日
本
唯
一
の
県
な
ん
で

す
よ
。
農
家
の
副
業
だ
っ
た
時
代
も
あ
り
ま
し

た
が
、
昭
和
50
年
代
の
は
じ
め
を
ピ
ー
ク
に
生

産
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

小
山
●
な
ぜ
、
岩
手
に
残
っ
た
ん
で
す
か
？

菊
池
●
岩
手
の
製
品
の
品
質
が
良
か
っ
た
か
ら

で
し
ょ
う
ね
。
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
は
、
や
わ
ら
か

く
て
軽
い
の
が
特
徴
で
す
。
美
し
く
て
品
質
の

良
い
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
作
る
こ
と
が
継
続
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
が

岩
手
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
も
っ
と
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

小
山
●
も
っ
と
お
話
を
続
け
た
い
の
で
す
が
、

次
の
機
会
と
し
て
、
こ
れ
で
ひ
と
ま
ず
終
了
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

菊
池
●
こ
れ
を
機
会
に
短
大
に
も
出
か
け
て
く

だ
さ
い
ね
。

早
川
●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ま

た
、お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ファッションは TPOを考えよう！
〜 自 己 表 現 と衣 服 の 関 係 〜教員と学生が身近な話題から現代社会の問題までを

自由に話し合うトークセッション。
講義では聞けない疑問、珍問なんでもありの学生企画コーナーです。

和
裁
・
洋
裁
を

が
ん
ば
っ
た
助
手
時
代

早
川
●
教
員
と
学
生
に
よ
る
対
話
が
学
生
企
画

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
第
5
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
先
輩
た
ち
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
活
発

な
意
見
交
換
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
は

じ
め
て
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
、
少
し
緊
張
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

小
山
●
同
じ
く
初
参
加
の
小
山
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

菊
池
●
二
人
と
も
緊
張
し
て
い
ま
す
ね
。
私
も

少
し
、
緊
張
気
味
か
な
。
短
大
の
学
生
以
外
と

身
近
に
お
話
し
す
る
の
は
、
そ
ん
な
に
あ
る
こ

と
で
は
な
い
で
す
か
ら
ね
。
今
日
は
、
お
互
い

楽
し
み
な
が
ら
、お
話
し
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

早
川
●
菊
池
准
教
授
の
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す

か
。

菊
池
●
生
ま
れ
は
八
戸
市
で
す
。
岩
手
県
立
大

学
盛
岡
短
期
大
学
部
と
な
る
前
の
岩
手
県
立
盛

岡
短
期
大
学
に
、
大
学
を
終
え
て
す
ぐ
助
手
と

し
て
入
り
ま
し
た
。
学
生
時
代
も
家
政
学
部
の

被
服
学
科
で
し
た
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
ず
っ

と
衣
服
の
こ
と
を
教
育
・
研
究
し
て
い
ま
す
。

こ
の
道
、
何
年
に
な
る
の
か
な
、
う
ん
十
年
で

す
ね
（
笑
い
）。

小
山
●
卒
業
し
て
す
ぐ
助
手
に
な
る
っ
て
大
変

そ
う
で
す
ね
。

菊
池
●
誰
で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
最
初

は
夢
中
で
し
た
。
学
生
に
追
い
つ
け
追
い
越
せ

と
い
う
感
じ
で
、
和
裁
、
洋
裁
を
が
ん
ば
っ
て

い
ま
し
た
。
新
米
教
員
で
す
か
ら
、
専
門
の
世

界
で
は
知
ら
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
。
着
ら
れ

る
も
の
を
学
生
に
サ
ン
プ
ル
と
し
て
見
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
、
数
年
か
か
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
子
ど
も
時
代
か
ら
針
仕
事
は
好
き
で

 早川　陽・社会福祉学部2年

菊池　直子
日本女子大学・家政学部・被服学科
卒業。岩手県立盛岡短期大学助手、
講師、岩手県立大学盛岡短期大学
部助教授を経て2007年４月より准
教授。／研究領域：介護福祉衣服に
関する研究、ホームスパンの特性と
着心地の検討。／担当科目：衣環境
論、衣服材料学。／日常何気なく着
ている衣服について、温度環境への
適応、運動への適応、皮膚生理への
適応、安全性の確保という4つの面
から学習することにより、健康で快
適な着衣のあり方について理解して
ほしいと学生を指導している。また、
新しい素材や岩手特産の染織につ
いても授業に取り入れている。／主
な教育研究活動：「岩手県のホーム
スパンに関する研究」、「サポートフ
ァッションのすすめ―介護福祉用
衣服の展示」、 アイーナキャンパス
盛岡短期大学部公開講座など。

Hayakawa Akira
Cast 菊池　直子・盛岡短期大学部 生活科学科　准教授

特集２ トークセッション
教員と
学生による
対話集 Vol.5

Kikuchi Naoko

ホームスパン衣料を着用した際の保温力測定実験

学生ボランティアセンターに所属。自身の学びのテ
ーマでもある地域ボランティアや広くは地域貢献に
ついて考えながら、実際の経験を深めたいと思って
いる。一関市出身。　（写真右）

小山　大輔・総合政策学部2年
Oyama Daisuke



自
然
環
境
を
保
存
し
な
が
ら
美
し
い
景
観

を
実
現
す
る
こ
と
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て

建
設
さ
れ
た
県
大
施
設
で
す
が
、
最
も
大
き

な
特
徴
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用

で
す
。

21
世
紀
は
環
境
の
世
紀
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
県
立
大
学
は
、
今
か
ら
12
年

前
の
開
学
当
時
に
お
い
て
、
尊
重
す
べ
き
は

環
境
で
あ
る
と
す
で
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

環
境
に
で
き
る
だ
け
負
荷
を
与
え
な
い
た
め

の
建
設
方
法
と
し
て
、
パ
ッ
シ
ブ
ソ
ー
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
の
発
想
を
生
か
し
、
当
時
と
し
て
は

最
先
端
の
エ
コ
ス
ク
ー
ル
を
実
現
し
た
の
で

す
。
パ
ッ
シ
ブ
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
と
は
、
太

陽
や
風
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
施
設
に

取
り
入
れ
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
活

用
す
る
技
術
や
仕
組
み
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

開
閉
が
可
能
な
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
（
天
窓
）、
取

り
入
れ
た
自
然
の
風
の
流
れ
を
活
か
す
こ
と

の
で
き
る
吹
き
抜
け
構
造
、
自
然
光
の
入
る

出
会
い
の
ガ
レ
リ
ア
（
廊
下
空
間
）、
外
気
の

予
冷
・
予
熱
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
ク
ー
ル

ヒ
ー
ト
ト
レ
ン
チ
な
ど
の
施
設
に
、
パ
ッ
シ
ブ

ソ
ー
ラ
ー
の
発
想
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
調
用
外
気
の
温
度
を
地
中
熱
の
利
用
に
よ
っ

て
、
夏
涼
し
く
、
冬
あ
た
た
か
い
状
態
に
保
つ
た

め
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
の
が
、
ク
ー

ル
ヒ
ー
ト
ト
レ
ン
チ
（
外
気
溝
）
で
す
。
気
候
条

件
に
よ
っ
て
、
空
調
の
外
気
取
り
入
れ
ル
ー
ト
を

ト
レ
ン
チ
経
由
に
切
り
替
え
て
、
外
気
の
予
冷
・

予
熱
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
の
外
気
温
を
6
．7
℃

下
げ
、
冬
の
外
気
温
を
9
．0
℃
上
げ
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。
総
延
長
1
,
3
0
0
メ
ー
ト
ル
、
接
地
面

積
4
,
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
そ
の
規

模
は
、
世
界
最
大
級
。

大学に隣接して、県大生もよく
訪れる滝沢森林公園があります。
水辺の広場、林間広場、つつじ
園などがあり、森林浴を楽しむ
こともできます。

共通講義棟にある講堂は、
公開講座や各種フォーラムな
どに使われますが、座席の数
は 664 席を数えます。

県大の施設の中には、宮澤賢
治の「銀河鉄道の夜」を題材に
配置されている造形物がいくつ
かあります。十字は、旅の始ま
りを示す白鳥座の北十字と終わ
りを告げる南十字星をシンボラ
イズしたものです。宮澤賢治の
物語をモチーフとする造形は、
ほかにもありますので、ぐるっと
県大を歩いて探してみましょう。

メディアセンターの緑のドームが見え
る石畳の美しい中庭が県大モールで
す。それぞれの学部棟の入り口には、
学部のコンセプトを表すモニュメント
が建っています。各学部棟を結ぶエン
トランス廊下を全学部にわたって一周
すると、約 500 メートルとなります。

昼には照明のいらないトップライト光
の活用やクールヒートトレンチの活用な
ど、地域の自然環境の特性を活かした設
計は、開学当時の最先端の発想と技術
が遺憾なく発揮された結果だと思います。
県大のエコ建築は、環境教育教材として
最適なものです。もっと多くの人に知って
もらい活用することを提案したい。

大学など高等教育施設
は、生涯学習活動を支援
する地域拠点としての高機
能化や快適性が求められ
ます。そのため、エネルギ
ー消費量と環境負荷の増
大が懸念されます。また、
学内活動の活発な期間と
夏・冬の休暇期間とでは、
大きくエネルギー消費量が
異なることから、エネルギ
ー消費を柔軟かつ適切にコ
ントロールする設備と技術
が求められます。

このことから、岩手県立
大学の施設は、環境に配
慮した学校施設、エコスクールをめざし、
環境親和型建築を実現するために、さま
ざまな手法を取り入れています。

中でも「建物の寿命をのばす工夫」「自
然の恵みを活かして使う工夫」「無駄なく
効率よく使う工夫」の３つを重点項目とし
て計画を進め、期待通りの優れた成果を
得ることが出来ました。

１）機能変化に対応し、
　 維持管理が容易で、
　 永く使える建物構造
将来の増築対応に備えて、各学部が独
立した増築が可能な配置としている。
２）エネルギー消費を抑えて
　 周辺環境への影響を最少とした
世界最大級のクールヒートトレンチに
よる地中熱回収等。
３）負荷変動が大きい建物を効率的
　 に運用する省エネシステムを実現
コジェネレーションシステム（発電機排
熱の冷暖房利用、契約電力の制御）を採用。

H21 運用実績：床面積あたりの年間一次エ
ネルギー消費量を、1,027MJ/㎡・年と、一
般的設計に比べて運用段階の CO2 排出量を
38％削減。ライフサイクルでの CO2 排出量
を約 20％削減する設計となっています。

※岩手県立大学は、空気調和・衛生工学会振興
賞（第 15 回・2001年）の技術振興賞を受賞してい
ます。
※ ( 株 ) 日建設計は、東京スカイツリーの設計監
理を行っている日本有数の建築設計会社です。

パ
ッ
シ
ブ
ソ
ー
ラ
ー
の
発
想
を

生
か
し
た
エ
コ
ス
ク
ー
ル

世
界
最
大
級
の

ク
ー
ル
ヒ
ー
ト
ト
レ
ン
チ

安
全
安
心
を

見
守
る

中
央
監
視
室

環
境
教
育
に
最
適
な

エ
コ
施
設
で
す

環
境
に
配
慮
し
た
環
境
親
和
型
建
築
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
株
）日
建
設
計

環境共生型キャンパスの
３つの重点項目

総
合
政
策
学
部
環
境
政
策
講
座

渋
谷
晃
太
郎
教
授

県大の環境共生型
キャンパス中

央
監
視
室
で
は
、
県
大

施
設
の
設
備
機
能
を
安
全
に

運
用
す
る
た
め
、
専
門
の
技

術
者
が
常
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

モ
ニ
タ
ー
を
監
視
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
急
病
な
ど
緊
急

の
場
合
に
備
え
て
、
い
つ
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
や
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
な
ど
、
主
な
施
設
空
間
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。

環境負荷を最少
限に

抑えた施設群

発想は百年先
未来の
エコロジー

森林公園

講堂共通講義棟

県大モール

県民に開かれた
メディアセンター・図書スペース
メディアセンターにある図書館は、一
般の方にも開放しています。開架閲
覧スペースの図書及び雑誌等は、す
べて自由に利用することができます。
岩手に関する図書を集めた「いわて学
図書コーナー」が好評です。

メディアセンター

県大施設の心臓部・空調、熱処理、電気系統施設群

「自然」「科学」「人間」が調和した新たな時代
を創像することを基本理念に1998（平成10）
年4月に開学した岩手県立大学。岩手山を
望む広大な丘陵地に郊外型キャンパスとして
誕生した施設群は、穏やかな丘陵の起伏を生
かして構成されています。建設においては、さ
まざまな省エネルギー先端技術が活かされ、環
境負荷の少ないエコな大学が実現しています。

ぐ る っ と 県 大 エ コ ツ ア ー ！

外気

予冷・予熱

トップライトの開閉
高低差による風の道

風のながれ

クールヒート
トレンチ

出
会
い
の
ガ
レ
リ
ア

0607 Iwate Prefectural University



CAREER MESSAGE
夢 を 生 き る  卒 業 生 の 今 を 知 り た い

学んだ要求分析という学問が
大いに役立っています

富士ゼロックス岩手株式会社盛岡支店　中村 久美さん
●ソフトウェア情報学部［平成20年3月卒］

JA新いわて東部共済推進センター 佐藤 隆史さん
●総合政策学部［平成20年3月卒］

心構えが重要なのだと気づいてからは
何も恐くはないと悟りました

　高度情報化社会である現代においては、電話、ファクス、コピーなどを一
体化させた高性能複合機は、企業経営には欠かせない情報機器として知ら
れています。中村さんは、その販売営業職です。
　「営業といっても、複合機を売ることだけが仕事ではありません。クライア
ントのために、当社では何が出来るのか、私はどんな役に立てるのかを常に
考えています」
　中村さんが、県大で学んだ専門分野は、要求分析という学問です。システ
ム設計やソフトウェア設計を行うためには、顧客が何を求めているかを正確に
知る必要があります。顧客の必要性や要求を調査し、課題を分析する工程
や手法を要求分析と言います。
　「ゼミで深く学び追求してきた学問が役に立っています。顧客の要求に応じ
たソリューション（課題解決法）のご提案や情報提供をすることが多いですね」
という中村さん。日常の仕事の中で、中村さん独自の分析能力や創造力が
生かされています。

　佐藤さんは、組合員のために共済関係の請求や加入案内を主な業務とし
て担当しています。一日の大半は外に出ていることが多い仕事です。
　「仕事のエリアは広く、一日に 100㎞ は車で走り回っています。週に 500
㎞ なんて珍しいことではありません。体力には自信があるので苦にならな
いですね」という佐藤さん。
　社会人 3 年目を迎える佐藤さんには、学生時代にかけられた言葉が鮮明
な記憶として残っています。
　「くじけることもあるかもしれないが、3 年はがんばってみなさいと行政法
ゼミの教授に言われました。お客様からお叱りを受けることもある仕事です
が、教授の言葉を思い出すと前向きになることができます」
　自分は積極的な方ではなかったという佐藤さんですが、最近は、お客様
の前でも緊張しなくなったといいます。
　「自分の中の心構えが重要なのだと気づいたんです。お客様の大切にし
ていることをしっかり聞き取ろうという心構えがあれば、何も恐くはないと
悟りました」

グローバルな人材を目指して！
長岡 秀征さん

社団法人岩手県工業クラブ 会長理事
株式会社盛菱代表取締役

■  

岩
手
県
立
大
学
と
の
巡
り
合
い

Ｉ
Ｐ
Ｕ
の
学
生
諸
君　

元
気
に
大
学
生
活
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
か
。
縁
あ
っ
て
岩
手
県
立
大
学
へ

入
学
し
た
わ
け
で
す
が
ち
ょ
う
ど
今
頃
は
、
周
り

の
環
境
に
も
慣
れ
て
新
し
い
友
人
や
サ
ー
ク
ル
活

動
に
い
そ
し
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。夢

や
希
望
を
持
っ
て
岩
手
県
立
大
生
に
な
っ
た

わ
け
で
す
が
、
上
級
生
に
な
る
に
従
っ
て
夢
と
現

実
の
間
に
悩
ま
さ
れ
た
り
、
自
分
の
進
路
や
学
業
、

友
人
関
係
等
多
く
の
悩
み
多
き
年
頃
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
時
に
岩
手
県
立
大
学
の
設

立
の
趣
旨
を
思
い
起
こ
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

長
い
人
生
の
中
で
大
学
の
４
年
間
は
、
貴
重
な

時
間
で
す
。
長
い
よ
う
で
短
い
、
何
も
し
な
く
て

も
一
生
懸
命
勉
強
し
て
も
、
あ
っ
と
言
う
間
に
過

ぎ
て
い
く
も
の
で
す
。
同
じ
く
時
間
が
過
ぎ
て
い

く
の
で
あ
れ
ば
有
意
義
に
楽
し
ん
で
過
ご
す
こ
と

が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

卒
業
し
、
社
会
に
入
る
と
更
に
大
学
で
学
ん
だ

こ
と
の
な
い
よ
う
な
色
々
な
出
来
事
に
ぶ
つ
か
り
、

悩
み
、
苦
し
み
、
そ
れ
で
も
前
に
進
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
人
生
と
は
上
手
く
で
き
て
お
り
、

苦
し
い
時
の
後
に
は
楽
し
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま

す
。
大
学
で
学
ぶ
教
養
や
専
門
的
知
識
も
必
要
で

す
が
、
常
に
学
ぶ
心
と
笑
顔
を
そ
し
て
明
確
な
目

標
を
持
ち
続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

■  

岩
手
県
の
産
業
構
造

こ
こ
で
少
し
、
岩
手
県
の
産
業
に
つ
い
て
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
県
は

第
１
次
産
業
の
比
率
が
高
く
、
第
２
次
産
業
と
し

て
は
電
気
・
精
密
機
械
、
自
動
車
関
連
等
の
企
業

が
北
上
川
流
域
に
多
く
集
積
し
、
食
料
品
、
木
材
、

土
石
、
鉄
鋼
等
の
素
材
型
産
業
か
ら
電
気
、
精
密
、

自
動
車
等
の
加
工
組
立
型
産
業
へ
と
大
き
く
変
化

し
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
も
の
づ
く
り
産
業
の
集
積
は
進
ん

で
い
る
も
の
の
、
研
究
開
発
や
高
度
な
技
術
を
も

つ
企
業
が
少
な
い
た
め
大
学
で
学
ん
だ
専
門
的
な

知
識
を
生
か
せ
る
企
業
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

■  

１
％
と
30 

％

岩
手
県
の
経
済
規
模
は
、
主
要
経
済
指
標
で
み

る
と
全
国
を
1
0
0
と
し
た
場
合
一
般
に
１
％
経

済
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。総
人
口
、県
内
総
生
産
、

事
業
所
数
、
従
業
員
数
等
ど
れ
を
と
っ
て
も
ほ
ぼ

１
％
程
度
で
例
外
的
に
は
第
１
次
産
業
の
農
業
、

林
業
、
漁
業
等
は
３
～
6
．5
％
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
県
立
大
学
を
は
じ
め

県
内
の
大
学
生
の
県
内
就
職
率
は
、
年
々
減
少
し
、

現
在
は
30 

％
（
工
学
系
で
は
20
％
）
を
切
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
残
り
の
70
％
以
上
の
学
生

は
首
都
圏
を
は
じ
め
県
外
に
就
職
を
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。

特
に
情
報
・
工
学
系
の
学
生
だ
け
で
み
ま
す
と

県
内
へ
就
職
を
希
望
す
る
学
生
は
30
～
40
％
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
実
際
の
就
職
状
況
は

20
％
と
の
こ
と
で
更
に
低
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
原
因
と
し
て
は
、
学
生
が
自
分
達
の
技
術

を
生
か
せ
る
よ
う
な
大
手
の
企
業
が
岩
手
県
内
に

は
少
な
い
こ
と
と
学
生
を
必
要
と
し
て
い
る
中
小

企
業
の
情
報
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

■  

日
本
・
世
界
中
で
活
躍
す
る

 

人
材
と
な
れ
！

岩
手
県
内
で
多
く
の
費
用
と
時
間
を
か
け
て
育

て
た
高
度
な
専
門
知
識
を
も
っ
た
約
７
割
の
学
生

が
卒
業
と
同
時
に
首
都
圏
の
企
業
に
就
職
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
本
県
に
と
っ
て
は
大
変
な
損
失
と

な
る
わ
け
で
す
が
反
面
、
県
立
大
学
生
と
し
て
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
挑
戦
し
、
岩
手
の
み
な

ら
ず
日
本
や
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
・
必

要
な
人
材
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
も

あ
り
ま
す
。

学
生
一
人
ひ
と
り
の
力
は
、
小
さ
い
け
れ
ど
も

皆
が
集
ま
れ
ば
そ
の
パ
ワ
ー
は
大
き
く
な
る
の
で

日
本
全
国
、
世
界
中
に
県
立
大
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
り
、
今
後
20
年
、
30
年
と
歴
史
を
積
み
上

げ
て
そ
の
輪
を
更
に
広
げ
て
い
き
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
Ｉ
Ｐ
Ｕ
の
存
在
感
を
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
岩
手
県
立
大
学
の
学
生
が
中
核
的
人

材
と
な
り
、
国
際
社
会
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
存
在
感
と
岩
手
県
の
地
域
振
興
に
貢
献
し
て
い

た
だ
く
よ
う
学
生
諸
君
の
ご
活
躍
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

県大YELLSのコーナーでは、
県立大学に寄せられたメッセージをご紹介しています。
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県
大
進
学
の
た
め
に

ど
ん
な
勉
強
を
し
ま
し
た
か
？

司
会●
高
校
時
代
の
こ
と
を
聞
き
た
い
の
で
す

が
、
県
大
へ
進
学
す
る
こ
と
を
決
め
た
後
は
、

ど
ん
な
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
か
。

過
去
問
題
と
向
き
合
お
う

高
井●
セ
ン
タ
ー
試
験
を
入
試
要
件
と
し
な
い

一
般
入
試
A
を
選
ん
だ
の
で
す
が
、
考
え
る

力
が
求
め
ら
れ
る
問
題
が
出
ま
し
た
。
記
号
を

読
み
取
っ
て
文
章
に
し
な
さ
い
と
か
、
普
段
は

考
え
も
し
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
に
出
る
ん
で

す
ね
。柔
軟
な
発
想
力
が
必
要
で
す
。対
策
は
？

と
聞
か
れ
て
も
自
分
で
も
し
っ
か
り
と
答
え
ら

れ
な
い
。
た
だ
、
言
え
る
こ
と
は
、
過
去
問
題

と
向
き
合
う
こ
と
か
な
。

A
O
で
は
高
い
自
己
評
価
が
必
要

瀬
川
●
A
O
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス

入
試
）は
、
県
大
で
学
ぶ
こ
と
を
強
く
希
望
し
て

い
る
こ
と
、
能
力
や
活
動
に
つ
い
て
高
く
評
価
で

き
る
も
の
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
自
己
評
価
で

き
る
人
が
、
自
己
推
薦
す
る
入
試
で
す
。
で
す

か
ら
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
良
い
と
こ
ろ
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
の
場
合

は
、
生
徒
会
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
同
好
会
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
な
ど
を
熱
心
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
高
校
2
年
生
の
冬
か
ら

こ
の
入
試
方
法
で
挑
も
う
と
決
意
し
ま
し
た
が
、

対
策
時
期
と
し
て
は
ス
タ
ー
ト
が
遅
い
方
だ
と

思
い
ま
す
。

司
会●
A
O
受
験
の
た
め
に
自
分
を
推
薦
す
る

っ
て
、
活
動
報
告
書
の
よ
う
な
も
の
を
提
出
す

る
ん
で
す
か
？

瀬
川
●
は
い
、
高
校
生
活
3
年
の
成
果
を
自
己

推
薦
書
と
い
う
形
で
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
も
、
一
つ
の
封
筒
に
入
る
だ
け
の
分

量
の
資
料
と
自
己
推
薦
書
に
限
ら
れ
て
い
る
の

で
、
資
料
が
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
良
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
ん
で
す
。
充
実
し
た
内
容
に
す
る
た
め

に
、
高
校
の
3
年
間
を
自
分
で
し
っ
か
り
振
り

返
っ
て
ま
と
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

自
信
の
持
て
る
積
極
的
な
考
え
方
や
活
動
を

佐
藤●
推
薦
入
試
を
受
験
し
ま
し
た
が
、
自
分

の
生
徒
会
活
動
を
評
価
し
て
く
れ
る
大
学
が
良

い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
面
接
や
小
論
文
試

験
の
た
め
の
練
習
は
熱
心
に
や
り
ま
し
た
。
合

格
の
た
め
に
す
る
勉
強
で
は
な
く
、
自
分
を
評

価
し
て
く
れ
る
大
学
を
選
ぶ
ん
だ
と
言
え
る
く

ら
い
の
積
極
的
な
考
え
や
活
動
が
出
来
て
い
る

と
良
い
と
思
い
ま
す
。

深
澤●
セ
ン
タ
ー
試
験
の
後
に
、
急
激
に
脱
力

感
に
お
そ
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
高

校
の
先
生
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
県
大
進
学
を
最

終
的
に
決
意
し
た
の
は
1
月
30
日
頃
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
必
死
で
県
大
受
験
に
向
け
て
が
ん

ば
り
ま
し
た
。
英
語
は
以
前
か
ら
毎
日
や
っ
て

い
た
の
で
、
効
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今

で
は
、
本
当
に
県
大
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

小
論
文
の
練
習
は
役
に
立
ち
ま
し
た

小
松●
高
校
で
は
、
小
論
文
の
勉
強
が
あ
り
ま

し
た
か
ら
、
受
験
に
は
大
い
に
役
に
立
ち
ま
し

た
。
毎
週
土
曜
日
に
小
論
文
練
習
が
あ
っ
て
、

県
大
の
受
験
を
決
め
た
3
ヶ
月
前
か
ら
、
週
に

1
回
提
出
し
て
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
個
人
指

導
を
し
て
く
れ
た
先
生
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

杉
澤●
僕
も
小
論
文
は
６
つ
ぐ
ら
い
書
き
ま
し

た
。
な
ん
べ
ん
も
繰
り
返
し
て
書
き
直
し
作
業

を
し
ま
し
た
。
全
部
で
13
回
ぐ
ら
い
は
書
き
直

し
た
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
先
生
か
ら
聞
く

こ
と
、
調
べ
る
こ
と
、
自
分
に
妥
協
し
な
い
こ

と
が
大
切
か
な
。

新
入
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

司
会●
で
は
、
念
願
の
大
学
に
入
っ
て
、
ど
ん

な
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。
そ
し
て
、
ど
ん

な
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
か
？

佐
藤●
み
ん
な
も
そ
う
だ
と
思
う
け
ど
、
入
学

式
は
感
激
の
祭
典
で
し
た
。
だ
っ
て
、
入
学
で

き
た
こ
と
を
実
感
す
る
日
で
す
よ
。
今
は
、
食

費
が
予
想
以
上
に
か
か
る
こ
と
が
悩
み
で
す

（
笑
い
）。
だ
ま
っ
て
い
て
も
食
事
が
出
て
く
る

自
宅
の
あ
り
が
た
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。

小
松●
入
学
式
の
時
に
、
ま
わ
り
に
女
子
が
多

く
て
、最
初
は
と
け
込
め
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

男
子
を
み
つ
け
て
集
ま
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た

（
笑
い
）。

瀬
川●
社
会
福
祉
学
部
で
は
、
新
入
生
の
た
め

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
、
大
学
生
活
に
期
待
す
る
こ

と
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
同
じ

道
を
目
指
す
仲
間
た
ち
と
す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ

る
良
い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

杉
澤●
宮
古
短
期
大
学
部
は
、
学
生
会
主
体
の

活
動
を
大
学
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
と
い
う
印

小松真人さん
盛岡短期大学部1年。一般入試を受験。一関第一高校（一関市）出身。ボラセンの風土熱人Rに所属しています。アウトドアサークル、手話サークル、ソフトテニスなどに参加しています。

深澤未来さん
看護学部1年。一般入試を受験。釜石高校（釜石市）出身。看護学生会に所属しています。大学生になって最初に感じたことは、大学って自由だなということ。自由すぎて困ると感じることもあります。

［司 会］ 松本唯美さん

社会福祉学部3年。推薦入試

を受験。盛岡大学附属高校（盛

岡市）出身。自宅は滝沢村で県

大のすぐ近くです。高校で福祉

を教える教員になりたいと思っ

ています。ボラセンに所属して

います。

佐藤凌太さん
総合政策学部1年。推薦入試を受験。高田高校（陸前高田市）出身。地元に戻って漁協など環境系の仕事に就きたいと考えているので、環境と行政を学ぶことができる県大を選びました。ボラセンと中央委員会に所属しています。

瀬川輝美さん

社会福祉学部1年。AO入試を受

験。花北青雲高校（花巻市）出

身。病院専属の医療ソーシャル

ワーカーを目指しています。社会

福祉士と精神保健福祉士の両

方の資格をとれることから県大

を選択しました。

高井勇輝さん

ソフトウェア情報学部1年。一般

入試を受験。北越高校（新潟市）出

身。ものづくりをしたいという希

望から実践的な専門教育を行っ

ている県大への進学を決めまし

た。学生ボランティアセンター（ボ

ラセン）に所属しています。

S P O T L I G H T

県大生は、県大に入るためにどんな勉強をしてきたんだろう？
県大にはどんな魅力があるんだろう？

そんな素朴な疑問に応えるために、1年次前期の大学生活を送る新入生に、
進学の経緯や勉強法、そして県大の魅力を聞きました。

私たちの入学への挑戦と
キャンパスライフ

岩手県立大学

盛岡短期大学部

宮古短期大学部

［AO入試］
　●出願受付…7月28日～30日（面談Ⅰ）
　　　　　　　8月25日～27日（面談Ⅱ）
　●学力検査等…8月9日～12日（面談Ⅰ）
　　　　　　　　9月9日～12日（面談Ⅱ）
　●合格発表…9月17日

［推薦入試］
　●出願受付…11月1日～8日
　●学力検査等…11月28日
　●合格発表…12月3日

［一般選抜］（前期・後期）
　●出願受付…1月25日～2月3日
　●学力検査等…2月25日（前期）3月12・13日（後期）
　●合格発表…3月4日（前期）3月20日（後期）

［大学入試センター試験］…1月15日、16日

［推薦入試］（一般・特別）　
　●出願受付…11月1日～８日
　●学力検査等…11月28日 ●合格発表…12月3日
［一般選抜］

　●出願受付…2月12日～17日
　●学力検査等…3月4日 ●合格発表…3月11日

［推薦入試］（一般・特別）
　●出願受付…10月20日～27日
　●学力検査等…11月10日　●合格発表…11月19日

［一般選抜］
　●出願受付…1月20日～28日
　●学力検査等…2月17日　●合格発表…2月25日

象
を
受
け
ま
し
た
。
研
究
室
は
、
い
つ
で
も
来

て
い
い
よ
と
い
う
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
な
感
じ
で

す
。
今
は
編
入
学
を
目
指
し
て
、
英
語
を
が
ん

ば
っ
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

小
松●
就
職
の
こ
と
を
相
談
す
る
た
め
に
教
授

の
研
究
室
を
訪
ね
た
け
ど
、
就
職
指
導
担
当
の

先
生
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
と
て
も
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

高
井●
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
は
課
題
が
多

い
の
で
、け
っ
こ
う
真
剣
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。

食
費
の
話
が
出
た
け
ど
、
県
大
の
学
食
は
オ
ス

ス
メ
だ
よ
。
時
々
フ
ェ
ア
が
あ
っ
て
、
期
間
限

定
沖
縄
フ
ェ
ア
と
か
ね（
笑
い
）。
安
い
し
、
旨

い
し
、
楽
し
め
ま
す（
笑
い
）。

瀬
川●
大
学
祭
の
実
行
委
員
な
の
で
、
協
賛
企

業
へ
の
企
業
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。土
曜
日
は
、

「
い
わ
て
学
」
の
講
義
を
受
け
て
い
ま
す
。
け

っ
こ
う
多
忙
で
す（
笑
い
）。

深
澤●
看
護
学
部
は
、
専
門
学
習
の
時
間
が
多

い
の
で
、
1
年
生
か
ら
本
気
で
勉
強
の
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。
少
し
は
、
の
ん
び
り
も
し
た

い
け
ど
ね（
笑
い
）。

小
松●
僕
は
、
ボ
ラ
セ
ン
に
い
る
時
間
が
長
い
か

な
。
そ
れ
と
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
就
職
の
た

め
の
資
料
さ
が
し
や
勉
強
を
始
め
て
い
ま
す
。
僕

も
学
食
は
い
い
と
思
う
。
先
生
と
よ
く
一
緒
に
食

事
し
ま
す
よ
。
学
食
の
あ
る
学
生
ホ
ー
ル
棟
の
ラ

ウ
ン
ジ
で
、
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う（
笑
い
）。

先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

～
同
じ
出
身
校
の
先
輩
と
話
そ
う
！

司
会●
入
学
当
初
は
誰
で
も
と
ま
ど
う
こ
と
が

あ
る
は
ず
で
す
。
悩
ん
で
い
る
よ
り
、
積
極
的

に
、
自
分
の
出
身
校
の
先
輩
と
話
し
て
、
疑
問

を
ぶ
つ
け
て
、
実
際
の
経
験
を
聞
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
人
が
、
多
様
な
世
界

に
向
か
い
合
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

［特別企画］

新入生
座談会

平成23年度入試日程
注意：ここでは、おおまかな日程の紹介のみ記載しています。詳しく
は、岩手県立大学ホームページをご覧ください。

（＊出願受付期間、学力検査等、合格発表は統一項目です）
杉澤悠平さん
宮古短期大学部1年。推薦入試を受験。盛岡市立高校（盛岡市）出身。生まれは雫石町です。県大総合政策学部への編入学を目指しています。宮古市内の卓球クラブに参加しています。

宮古からもサテライトで参加！県大サテライトシステム

1011 Iwate Prefectural University


